
住宅火災 における死 者 （放火自殺者等 を除 く）のうち約 ７割 が 

65 歳以上 の高齢者 となっており、近 年 の高齢化 の進 展 とともに、 

この割合のさらなる増加 が懸念されています。 

住宅火災における死者数の推移 
（平成１7年～平成２6年の１０年間） 

 
  

 
 

死者の約７割が 65 歳以上の⾼齢者！  
近年の⾼齢化の進展とともに増加傾向？？ 
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〔住宅用火災警報器〕 

〔住宅用消火器〕 

 

 

 

早く知る！ 

 

寝ている間に発生した火災に気付かずに、逃げ遅れてしまう

事例が多く発生しています。現在、こうした逃げ遅れを防ぐため

に、「住宅用火災警報器」の設置が消防法で定められていま

す。 

「住宅用火災警報器」は、就寝中でも火災の発生を大きな音

で知らせてくれるものであり、避難に時間がかかることが多い高

齢者がおられる住宅には、特に確実な設置が必要となります。 

「住宅用火災警報器」の電池の寿命は、長いもので１０年ですが、短いものの中には５年や

１年で切れてしまうものもあります。電池が切れたことに気づかず放っておくと、火災が発生し

た時に作動しないので、定期的に作動確認をすることが大切です。 

 

 

早く消す！ 

 

万が一火災が発生してしまっても「消火器」を備えていれば、

安全確実に消火でき、被害を最小限に食い止めることができま

す。 

ひと口に「消火器」というと、「大きくてうちには置く場所がな

いなぁ」と思われる方や、「重くていざというときにうまく使えな

いよ」と思っておられる方も多いと思いますが、なかには通常の消

火器より軽くて小さい「住宅用消火器」や、女性や高齢者でも扱いやすいスプレータイプの

「エアゾール式簡易消火具」というような器具も販売されています。特に高齢者のおられる

家庭には、これらの器具を備えておくことをお薦めします。 

 

 

 

高齢者を火災から守るために… 



〔防炎品の効果〕 

火を拡大させない！ 

 

死者が発生した住宅火災で、最も多い出火原因はたばこによ

るもので、なかでも寝たばこにより発生した火災で多くの死者が

発生しています。また、調理中の着衣着火により亡くなる高齢者

も少なくありません。 

このような火災による死者を減らすために、パジャマやエプ

ロンといった衣類や、枕や布団カバーなどの寝具には、燃えにく

く作られた「防炎品」を使用することをお薦めしています。 

また、カーテンやじゅうたんなども「防炎品」であれば、万が一火災が発生しても、急激に

火炎が拡大するのを防ぐことができます。 

車やバイクのボディカバーなども同様に「防炎品」を使用することで、放火による火災の

拡大防止に有効です。 

 

 

 

毎年９月の第３月曜日は、長年にわたって社会に貢献してこられた老人を敬い、長寿を祝う日

として「敬老の日」が制定されています。 

 近年の住宅火災の死者に高齢者が多い状況と、また、今後も 

高齢化の進展が予想されることから、消防庁では、住宅火災か 

ら高齢者を守るために「敬老の日」に、高齢者に「住宅用火災 

警報器」や「住宅用消火器」、または「防炎品」等をプレゼン 

トしたり、設置されている住宅用火災警報器の点検を代わりに 

してあげること等を推進する「住宅防火・防災キャンペーン」 

を平成２４年から展開しています。 

 大好きな“おじいちゃん”や“おばあちゃん”が火災の被害 

に遭わないよう、今年の「敬 

老の日」は、家の防火対策 

を考える「敬老の日」にして 

みてはいかがですか？ 

 

住宅防火・防災キャンペーン

キャンペーンポスター 



キャンペーンの趣旨に賛同し、ご協力頂いている団体、企業一覧 
 

 
 
協力団体一覧（予定） 

一般財団法人日本繊維製品品質技術センター 
一般社団法人全国消防機器協会 
一般社団法人日本ドゥ・イット・ユアセルフ協会 
公益社団法人日本通信販売協会 
日本百貨店協会 

一般財団法人日本防火・危機管理促進協会 
一般社団法人日本たばこ協会 
公益財団法人日本防炎協会 
日本チェーンストア協会  

（五十音順） 
 
 
 
協力企業一覧（予定） 

イオンリテール株式会社 
株式会社大塚家具 
株式会社島忠 
株式会社そごう・西武 
株式会社ディノス・セシール 
株式会社ニトリ 
コーナン商事株式会社 
ＤＣＭサンワ株式会社 
ＤＣＭホーマック株式会社 
東京地下鉄株式会社 

株式会社イトーヨーカ堂 
株式会社コメリ 
株式会社ジョイフル本田（瑞穂店） 
株式会社髙島屋（新宿店） 
株式会社ニッセン 
株式会社ユニリビング 
ＤＣＭカーマ株式会社 
ＤＣＭダイキ株式会社 
ＤＣＭホールディングス株式会社 

（五十音順） 
 

 



 

 

 

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント 

－３つの習慣・４つの対策－ 

○ 寝たばこは、絶対やめましょう。

○ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用しましょう。

○ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消しましょう。

○ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう。

○ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用

しましょう。 

○ 火災を小さいうちに消すために住宅用消火器等を設置しましょう。

○ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を

つくりましょう。 

消 防 庁 
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